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（４）ポストコロナのまちづくりの視点（案）

（別紙資料：ポストコロナのまちづくりの視点に係る参考事例集）

３ その他

４ 閉会
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神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議設置要綱

令和３年12月２日制定 ３財財総第410号

（名称）
第１条 本会は、神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議（以下「有識者会議」という。）と称する。

（目的）
第２条 有識者会議は、都民の城（仮称）及び周辺都有地（別紙参照）について、地域特性や都市をめぐる環境の現状
及び変化等を踏まえ、ポストコロナのまちづくりの大きな方向性について検討することを目的に設置する。

（検討事項）
第３条 有識者会議は、次に掲げる事項について検討する。

一 神宮前五丁目地区まちづくりの大きな方向性に関すること
二 その他上記に関連した必要な事項
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（組織）
第４条 有識者会議は、別表に掲げる委員により構成する。
２ 有識者会議には座⾧を置き、委員の互選によってこれを定める。
３ 座⾧は、有識者会議を代表し、会務を総理する。
４ 座⾧は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させることができる。
５ 委員又は前項の規定により会議に出席した委員以外の者に対し、謝礼金を支払うことができる。
６ 座⾧に事故があるときは、座⾧があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

（有識者会議の公開）
第５条 有識者会議及び有識者会議の資料は原則公開とする。なお、議事要旨については、有識者会議の終了後に作成し、
後日公開する。ただし、東京都情報公開条例第７条各号に規定する情報を取り扱うとき、または座⾧が公開を不適当と
認めるときは、この限りではない。

（オンラインによる会議）
第６条 感染症のまん延防止の観点から開催場所への参集が困難と判断される場合や効率的な会議運営など、座⾧が必要
と認める場合は、オンライン（映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることができる方
法をいう。）を活用した会議を開催することができる。

（守秘義務）
第７条 委員又は第４条第４項の規定により会議に出席した委員以外の者は、会議に関連して知りえた情報を他にもらし
てはならない。



（事務局）
第８条 有識者会議の事務局は、財務局財産運用部総合調整課及び都市整備局都市づくり政策部土地利用計画課とする。

（その他）
第９条 この要綱に定めるもののほか、有識者会議の運営に関して必要な事項は、座⾧が別に定める。

附則
この要綱は、令和３年12月２日から施行する。



【委員】

朝日 ちさと 東京都立大学教授

伊藤 香織 東京理科大学教授

越塚 登 東京大学大学院教授

小林 真理 東京大学大学院教授

中井 検裕 東京工業大学大学院教授

（五十音順、敬称略）

別表



※この地図は、国土地理院⾧の承認(平24関公第269号)を得て作成した東京都地形図
(Ｓ＝１:２，５００)を使用(３都市基交第736号)して作成したものである。無断複製を禁ずる。

別紙



「神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議」（第 2回） 

議事要旨 

 

 日 時：＜非公開＞2022年 1月 24日（月） 17時 30分～17時 50分 

 ＜公 開＞ 18時 00分～19時 00分 

 場 所：東京都庁 第二本庁舎 10階 207・208会議室及びオンライン（Teams） 

 出席者：中井座長、朝日委員、伊藤委員、越塚委員、小林委員 （下線は、オンライン出席者） 

※傍聴等は、オンライン（事前予約）により実施 

 議事概要 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 資料についての質問 

【小林委員】 

 都民の城（仮称）の計画は旧こどもの城の改修という事なので、深い検討はされていないと思う

が、仮に更地にした場合にどの程度費用がかかるのか分かれば教えてほしい。 

 国連大学は丹下氏の作品だったと思うが、こどもの城の作品性についてお伺いしたい。 

⇒【事務局】 

 旧こどもの城は地下４階地上 13 階の建物であり、購入当時の不動産鑑定書によると解体には

約 30～40億円程度の費用がかかるとの記載があった。 

 こどもの城については、著名な建築家の作品ではない。 

 

【伊藤委員】 

 都民の城（仮称）の酸素・医療提供ステーションとして活用は当分続くのか。活用が続く限り、改

修はできないという理解で良いか。 

 SDGs などの観点において、リノベーションという考え方もあると思う一方で、建替えた方がライフ

サイクル全体で考えたときのコスト（以下、LCC という。）が低くなるという事もあり得る。もし新しく

建替えるという選択肢も可能性としてありえるならば、改修計画通りに改修事業を進めた場合と

そうでない場合で、一体的活用の進めやすさや、ライフサイクル CO₂やライフサイクルコスト、ライ

フサイクルエネルギー、建築物の文化的価値など多面的に条件を比較してみるとよいのではな

いか。 

⇒【事務局】 

 酸素・医療提供ステーションとして活用しているうちは、改修事業を進めるのは難しい。 

 条件の比較ができる資料については作成して、次回以降ご提示する。 

 

【朝日委員】 

 多面的な比較において、工事費や LCC に加えて時間軸の観点もご提案いただいたが、供用が

遅れることでの機会費用・機会損失についても整理していただけるとよいと思う。また、準備経費

資料２ 



や準備の間にかかるコストなども、全体の費用対効果を図るうえで必要だと思う。 

⇒【中井座長】 

 都民の城（仮称）改修基本設計時の想定スケジュールについて、基本設計完了時をスタート地

点とすると既に実施設計に入っている段階となる。酸素・医療提供ステーションでの活用の影響

でスケジュールが予定通りに進んでいないという事だと思うが、現在のタイムラインに修正いただ

いて、このまま改修計画がずれ込んだ場合のスケジュール感について把握したい。４敷地一体

活用が最短で令和 11 年という話だが、これが修正後のタイムラインでどのタイミングにあたるの

かが分かるようにしていただき、そのうえで条件の比較整理の資料を作成頂きたい。 

⇒【事務局】 

 伊藤委員の質問と合わせてご提示する。 

 

【中井座長】 

 ステップアップ・プロジェクトは、渋谷以外にも存在するのか。 

⇒【事務局】 

 渋谷と竹芝の２地区で実施しており、竹芝は一昨年に完了した。 

⇒【中井座長】 

 特別に２地区を取り上げている背景や意図を教えていただきたい。 

⇒【事務局】 

 未利用の都有地を活用するという考え方で様々な都有地活用のプロジェクトが立ち上がってい

る。特にステップアップ・プロジェクトは、複数の都有地を開発する事で面的な更新の誘導を図る

プロジェクトとして進めている。 

⇒【中井座長】 

 複数の都有地ということで、特にこの地区においては、都有地としては３か所だが、そこを起点と

してガイドラインの範囲（約 50ha）への広域的な展開を狙っている計画だという理解でよいか。 

⇒【事務局】 

 その通りである。 

 

【小林委員】 

 ステップアップ・プロジェクト第２弾の児童会館跡地の事業は完了しているのか。また、児童会館

跡地の創造文化教育については、こどもの城の文脈や都民の城（仮称）の改修計画の内容に

近い整備内容だと感じたが、どのように捉えればよいか。 

⇒【事務局】 

 児童会館跡地については現在、事業者提案を受け付けている段階であり、年度内に事業予定

者を決定する予定である。 

 こどもの城は国立の施設だったこともあり、都立の児童会館とは上手く役割分担できていた。ま

た、児童会館跡地は公募による民設民営であり、都民の城（仮称）は公設予定であることから、



棲み分けができていると考えている。 

⇒【中井座長】 

 まだ事業者提案も明らかになっていないという段階であるという理解でよいか。 

 こどもの城の機能を児童会館跡地で引き継ぐという意図はないという理解でよいか。 

⇒【事務局】 

 その通りである。 

 

 意見交換 

【越塚委員】 

 全体としては歴史やこれまでの経緯・想いが大事だと感じる一方で、それらが物理的に提供でき

ない場合に、デジタル技術を使って補ったり、または仮想空間で実現することもできるのではと思

っている。 

 デジタルツインや、最近はメタバースが話題になっているが、都市づくりにおいてリアルファースト

ではなくバーチャルファーストという考え方、デジタル空間でまちづくりを進めてバーチャル上で都

民のみなさんに活用してもらって意見を取り入れ、よさそうだと分かったらリアルに反映させるとい

う変わったやり方もあり得るのではと考えている。 

 デジタル技術は次々と最新のものに置き換わっていくものだが、この場所が完成するときにはさら

に何世代も更新されていることが見込まれることから、リプレイス可能な空間作りが重要だと考え

る。また、デジタルは手法論に近い領域なのでディティールの話になってしまうが、例えばロボット

が通れるような設えやドローンポートの整備などもあるが、通信設備を 5G、6G、7G、、と世代が

代われればそれを入れ替えできるようにするなど、特定の技術に固定されず、その時代の最先

端のデジタルサービスを受け入れられる柔軟なハードウェアになっているかが大切だと思われる。 

 

【朝日委員】 

 ステップアップ・ガイドラインは計画時点で渋谷が持っていたポテンシャルを捉えて作られている

と思うが、今はポストコロナなどにより状況が変わっている。新たに生まれた様々な視点を見ると、

予測できない動きが多くあり、それに対応できる計画の在り方が問われていると思う。平常時と

非常時の空間の可変性など計画論的な論点がこれまでも出てきたが、それに加えて考え方や

進め方の工夫も必要になってくると感じた。たとえばフューチャーデザインという考え方では、将

来の目線に立って考えると、今考えている事と異なった解が出てくるといった転換が起きる。 

 

【伊藤委員】 

 国交省の方針の中では、国際競争力やウォーカブルなまちづくりといった言葉が書かれているよ

うに、身近で暮らしやすいといった観点の一方で、世界の中で東京がどう存在感を発揮していく

か、それに対して都心に位置する渋谷や青山がどう在るべきなのか、考えていく必要があると思

う。 



 ステップアップ・ガイドラインにおいても、まちの魅力を高めるという観点で３つの誘導目標を掲げ

ており、実際にはガイドラインに記載のある事項を踏まえて計画していくことになると思うが、東京

の中での青山の位置付けについても同時に考えていく必要があると思う。前回も発言したが、文

化という観点はヒントになるのではないか。 

 

【小林委員】 

 未来や将来に備えて、事前に考えうる様々な機能や設備を用意しておくという考え方も分かる

が、劇場や文化施設に特に関わってきた身としては、最先端はすぐに上書きされるということに

留意が必要だと感じている。青山劇場もそうだと推察されるが、例えば東京芸術劇場では整備

当時は将来にわたって新しい舞台芸術を発揮できるような場所として、高度な舞台装置・設備

を有していたが、その機能が使われたのは開館した時の１回だけであり、また、高度であるがゆ

えに改修時に非常に苦労したと聞いている。欧米型の劇場で常駐の劇団などがいるのであれば、

高度な設備も使われ続けるが、そうでない場合は使いこなせないという事だと思う。誰が使うの

かが重要であり、今回の場合は、都民というくくりだけではなく、都民のどのような人に使ってもらう

施設なのか、そのためにどのような機能を用意すべきなのか、きちんと捉える必要があると思っ

ている。可変性・柔軟性のある空間の実現が可能かは分からないが、建物としては長く使ってい

けることを前提に、将来にわたって変化させながら使っていけるということが重要だと思う。 

 

【越塚委員】 

 私の先ほどの発言は、新しいものを入れることが重要という趣旨ではなく、柔軟性を持たせる事

が重要だという、みなさんのご意見と同じ方向性の考えである。新しいものは陳腐化するというの

はよくある話であり、特に技術は次々に更新されていくものであるので、何十年先にも入れ替えら

れるようにしておくといった、変化に対応できる柔軟性が重要である。 

 

【中井座長】 

 本日いただいた意見は以下の通り。 

 将来に向けての可変性や柔軟性を考慮した計画にしておくべき、という点が共通した意

見であった。従来この手の跡地利用計画を作る場合には、機能や空間を固定的に詰め

ていくことになるが、ポストコロナにおける今回の検討においては、大きなフレームやインフ

ラはしっかりと組んでおくが、将来の不確実性を受け止められるような設えや仕組みをビ

ルトインしておかないと、すぐに陳腐化してしまうということだと思う。 

 バーチャルファーストで進める可能性についての刺激的なご意見もいただいた。一方で、

東京の中での青山の位置付けや歴史・経緯などについても重要とのご意見もいただいた。

どちらも重要な論点ではあるものの、即地性・場所性はバーチャルの中に取り込みづらい

ものであるため、これらをどのように両立していくのかは今後の課題である。開発内容だけ

でなく、まちづくりの進め方という面でも、両面の考え方が必要になってくると思うので、今



後も議論を深めていきたい。 

 本日の非公開部分になるが、コスモス青山・国連大学などそれぞれの敷地で現在も利

用している方が多くいらっしゃるため、具体の機能や空間形成を検討する段階において、

関係者の意向も踏まえて整理を進めていく必要がある。 

 都民の城（仮称）については、酸素・医療提供ステーションとしての活用期間が定かでな

い中で、ポストコロナの観点や都市計画上の課題、タイムラインも含めて、改修計画の代

替も評価検討すべきであり、事務局の次回以降の宿題とする。 

 具体的なユーザーを考えていく必要があるというご意見もいただいた。都民といっても、

都民のどういう人なのかというところまで、内容を詰めていく段階では十分議論をしていく

必要があるだろう。 

 

以上 
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第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー1ー

１．第２回有識者会議の振り返り

将来の不確実性を受け止められるような設えや
仕組みが重要であり、将来に向けては、可変性
や柔軟性を考慮した計画とすべき

デジタルやバーチャルなどが持つ可能性と、青
山という「土地」が有する即地性や場所性の両
立に向けて今後も議論を深めていく

都民の城（仮称）の現状を踏まえ、ポストコロ
ナの観点や都市計画上の課題、タイムラインも
含めて、改修計画の代替も評価検討すべき

コスモス青山・国連大学の土地利用については、
具体の機能や空間形成を検討する段階で、関係
者等の意向も踏まえ整理を進めるべき

具体のユーザーを考えていく必要がある。内容
を詰めていく段階では十分議論するべき

■今後の議題

【まちづくりに係る議論の深化】（今回提示）
上位計画を整理し、東京都の中心部におけるまち

づくりの基本的な取組事項を整理
これまでのまちづくりに係る御意見を踏まえ、ポ

ストコロナのまちづくりの視点(案)を作成し、参
考事例を交えつつ議論

【整備パターンの評価検討】（次回資料提示予定）
都民の城（仮称）の現状を踏まえ、改修事業の有

無も含めた整備パターンの評価について議論

【具体の土地利用について】
本会議の提言を踏まえ、４敷地一体活用に向けた

実務的なまちづくりについて、行政も加わって検
討を進めていく中で議論

■第２回有識者会議（前回）議事のポイント
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【都市計画区域マスタープラン体系図】

「未来の東京」戦略

都市づくりのグランドデザイン

都市計画区域の整備
開発及び保全の方針

（都市計画区域マスタープラン）

都市再開発の方針

防災街区整備方針

住宅市街地の開発整備の方針

区市町村
都市計画マスタープラン

立地適正化計画

具体の都市計画
（地域地区、都市施設、市街地開発事業、地区計画 など）

推進

都市計画法第７条の２

都市計画法第６条の２

都市計画法第18条の２

都市再生特別措置法第81条

２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方

令和３（2021）年３月

令和３（2021）年３月

平成29（2017）年９月
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■「未来の東京」戦略ビジョン（令和元年12月）
• 2040年代に目指す東京の姿「ビジョン」と、その実現のために2030年に向けて取り組

むべき「戦略」を提示

■「未来の東京」戦略（令和３年３月）
• 新型コロナで浮き彫りとなった課題を踏まえ、構造改革を梃子として、戦略ビジョンを

バージョンアップ

■「未来の東京」戦略 version up 2022（令和４年２月）
• 東京2020大会と、新型コロナとの闘いの中で生じた様々な変化変革を踏まえ、未来を

切り拓く取組を更に加速

【「未来の東京」戦略のこれまでの経緯】

２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 「未来の東京」戦略ビジョン（令和元年12月～） 】
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 「未来の東京」戦略 version up 2022（令和４年２月～） 】
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 「未来の東京」戦略 version up 2022（令和４年２月～） 】
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 「未来の東京」戦略 version up 2022（令和４年２月～） 】
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 「未来の東京」戦略 version up 2022（令和４年２月～） 】
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■都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月）
• 2040年代の目指すべき東京の都市の姿とその実現に向けた、

都市づくりの基本的な方針と具体的な方策を提示

■都市づくりの目標
「活力とゆとりのある高度成熟都市」
～東京の未来を創ろう～
 新たな価値が生み続ける舞台として世界中の人々から選択される

とともに、個々人が、様々な地域で住まい方、働き方、憩い方を
選択できる都市を目指す

 環境への配慮（Environment）、社会への貢献（Social）、都市
のマネジメント（Governance）、いわゆる「ESG」の概念も取り
込み、最先端技術も活用しながらゼロエミッション東京を目指す

 みどりを守り、まちを守り、人を守る。あわせて、東京ならでは
の価値を高め、持続可能な都市・東京を実現

■東京が果たすべき役割
（世界における役割）
 包容力を持ち、多様な人々・文化の交流を育む
 都市課題の先駆的な解決モデルを構築・発信する
 伝統と先進を融合させ、新たな価値を創出する

（日本における役割）
 日本の首都として経済活動の推進力を発揮する
 様々な地域と連携し、一層魅力的な日本を創造・発信する

２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月） 】
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月） 】

■地域的なレベルの都市構造
＜集約型の地域構造のイメージ＞
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月） 】

計画地

■新たな地域区分
＜４つの区域区分と２つのゾーン＞
• 計画地は「国際交流ビジネスゾーン」に位置（中枢広域拠点域内）
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月） 】

■都市づくりの戦略と具体的な取組
• 分野横断的な視点から７つの都市づくりの戦略と、30の政策方針を設定
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２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市づくりのグランドデザイン（平成29年９月） 】
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計画地

■都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年３月）
• 人口減少・少子高齢社会の到来などの社会経済情勢の変化などを踏まえ改定

２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年３月） 】

■広域的な都市構造
• 「都市づくりのグランドデザイン」と

同様に、計画地は「国際交流ビジネス
ゾーン」に位置（中枢広域拠点域内）

～国際交流ビジネスゾーンの将来像～
 「中枢広域拠点域」のうち、特に、国際金融やライフサイエンスといった世界中から人材、資本、

情報が集まるグローバルビジネスの業務統括拠点やアジアのヘッドクォーターなど、国際的な中枢
業務機能が高度に集積した中核的な拠点が複数形成され、アジアにおけるビジネス・交流の拠点と
しての地位を確立している。

 加えて、高密な道路・交通ネットワークを生かし、国際的なビジネス・交流機能の強化と、その持
続的な更新が図られている。

 これらのグローバルなビジネス展開を支える外国人向けの住宅、サービスアパートメント、医療・
教育機関など、国際的に高い水準を持つみどり豊かな都市環境が整備され、世界中から多様な人材
とその家族などが集まっている。
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～渋谷の将来像～
 駅周辺の建築物の更新が進み、商業・娯楽施設、コンテンツ系産業、文化・交流機能等が高度に集

積し、自立分散型エネルギーが確保された中核的な拠点を形成し、ファッションやエンターテイメ
ントなどの先進的な文化を国内外に発信

 駅改良や駅前広場の整備やユニバーサルデザインのまちづくりが進むことにより、快適な歩行者空
間の充実が進み、地区ごとに個性のある多様な商業・文化施設の集積を生かし、回遊性が高く、歩
いて楽しい地域を形成

 都市開発諸制度や都市再生特別地区などの活用により、交通結節機能の強化と合わせ、多様な機能
が集積した中核的な拠点の形成を推進するとともに、駅周辺では、高い商業集積を生かして、老朽
化し機能更新が求められている市街地を、地区計画や街区再編まちづくり制度の活用などにより、
共同化や個別建替えを促進することで、にぎわいの維持・増進や防災性を向上

 都市再生ステップアップ・プロジェクトにより都有地の土地利用転換が図られ、世界に向けた生活
文化やファッション産業などの発信拠点を形成するとともに、歩いて楽しいまちを形成

 再生された渋谷川の親水空間を軸に緑の遊歩道が整備されるなど、水と緑のネットワークを形成

～原宿・明治神宮前・表参道・青山一丁目の将来像～
 地下鉄駅周辺の市街地の更新を図り、ファッションやコンテンツ等の企業集積を図るとともに、表

参道、青山通り、キャットストリート（旧渋谷川遊歩道）などの街並みや個性的な商業集積などを
生かし、服飾雑貨等の生活文化の発信や交流を担う活力とにぎわいの拠点を形成

 南青山では、地域特性に応じた住環境と業務、商業などの都市活動の均衡が取れた魅力的な複合市
街地の形成に合わせて公園機能を確保し、青山霊園などと一体となった地域の防災性の向上やみど
り豊かで快適な都市空間を創出

 市街地の更新の機会を捉え、土地の高度利用を図りながら、みどり豊かで職・住・遊が融合したま
ちを形成

２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年３月） 】
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■渋谷地区ステップアップ・ガイドライン（平成23年３月）
• まちの魅力と活力を高める取組として、その実現に向けた都有地の誘導目標を定める。

誘導目標①:創造性を刺激する空間を形成
ファッション・デザイン等産業、クリエイターの育成・
交流・発信機能の誘導 等

誘導目標②:多様な都心居住を推進
クリエイター等が魅力に感じる居住空間や生活を支える
商業などの複合施設

誘導目標③:歩いて楽しいまちを形成
みどりを連ねた開放的空間や、店舗等の集客施設

＜都有地活用を通じたまちづくりの誘導目標＞
渋谷・青山・原宿を結ぶ人の流れを創出し、生活文化やファッション産業等の発信拠点を形成

▼周辺環境と調和する活用イメージ図

▼歩行空間等のイメージ写真

▼育成・交流・発信機能のイメージ写真

▼居住・にぎわい機能等のイメージ写真

２．東京都の上位計画におけるまちづくりの考え方 【 渋谷地区ステップアップ・ガイドライン（平成23年２月） 】
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東京都の中心部におけるまちづくりの基本的な取組事項

３．東京都の中心部におけるまちづくりの基本的な取組事項

上位計画のまとめ（抜粋）

４ ．渋谷地区ステップアップ・ガイドライン（平成23年）
（都有地活用を通じたまちづくりの目標）
「渋谷・青山・原宿を結ぶ人の流れを創出し、生活文化やファッション
産業等の発信拠点を形成」
• 創造性を刺激する空間を形成、多様な都心居住を推進、歩いて楽しい

まちを形成

１ ．「未来の東京」戦略ビジョン version up 2022（令和４年）
（政策をバージョンアップする６つの切り口）
① 安全安心:都民の命と生活を守る基盤「危機管理」
② 共生社会:バリアフリー「段差のない社会」
③ グリーン＆デジタル:自然と共生した持続可能な都市
④ グローバル「世界から選ばれる金融・経済・文化都市」
⑤ チルドレンファースト:子供の目線からの政策展開
⑥ 都政の構造改革:シン・トセイの加速

国際競争力強化 みどり豊かな
都市環境や景観形成

環境負荷低減
(カーボンニュートラル等) 防災対応力強化

＜周辺開発＞
• 渋谷地区の開発
• 青山通り沿道の開発 等

＜エリアマネジメント＞
• 渋谷未来デザインによるまちづくりの取組（デジタル
ツイン、渋谷ストリートギャラリー等） 等

２．都市づくりのグランドデザイン（平成29年）
（都市づくりの目標）
「活力とゆとりのある高度成熟都市」～東京の未来を創ろう～
• 新たな価値が生み続ける舞台として世界中の人々から選択されるとともに、

個々人が、様々な地域で住まい方、働き方、憩い方を選択できる都市を目指す
• 「ESG」の概念も取り込み、最先端技術も活用しながらゼロエミッション東

京を目指す
• みどりを守り、まちを守り、人を守る。あわせて、東京ならではの価値を高

め、持続可能な都市・東京を実現

（参考）渋谷・青山の地域特性のまとめ（抜粋）
＜機能・産業集積＞
• 業務機能の集積、創業支援施設の集積
• クリエイティブ産業の集積（舞台芸術、映像、音楽等）
• 渋谷駅、表参道、明治神宮前駅周辺に商業機能が集積、計画地の
後背には店舗併用住宅が集積

• 計画地北西側には、独立住宅、集合住宅が集積
• 教育・文化発信施設、カルチャースクール、大使館が多く立地
• 外国人観光客の来訪が多い一方でホテルの立地が少ない 等

＜都市環境・基盤＞
• 計画地周辺には大規模公園及び公園等による緑が分布
• 計画地内に残る琵琶池の水や豊かな緑 等
• 計画地周辺の駅は複数の路線が乗り入れ、乗降客数は増加傾向 等

３ ．都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年）
(国際交流ビジネスゾーンの将来像)
• 国際的な中枢業務機能が高度に集積した中核的な拠点が複数形成 等
（渋谷の将来像）
• 商業・娯楽施設、コンテンツ系産業、文化・交流機能等が高度に集積
• ファッションやエンターテイメントなどの先進的な文化が国内外へ

発信
• 水と緑のネットワークを形成 等
（原宿・明治神宮前・表参道・青山一丁目の将来像）
• 服飾雑貨等の生活文化の発信や交流の拠点が形成
• みどり豊かで職・住・遊が融合したまちを形成 等
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４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

会議（開催日） ポストコロナのまちづくりに関する御意見 計画地や渋谷・青山のまちづくりに関する御意見

第１回有識者会議
（2021年12月27日）

• ウェルネス、ウェルビーイング、ゼロエミッション、
グリーンbyデジタルなど、ポストコロナで価値観が大
きく変わってきている。

• ウォーカブルや、道路をモビリティ以外にも滞在する
空間など、多様な目的に使っているという考え方もあ
る。

• 価値観が変わる中で、空間の価値を最大化することが
求められる。

• 新技術を活用した「集積の不経済」の解消が重要であ
る。（例:混雑や密の解消）

• 非常時における機能の切り替えや、空間の柔軟性が重
要である。

• ポストコロナにふさわしい公共空間の在り方が大きな
論点である。

• 成⾧から成熟、量だけでなく質に結び付けていく議論
が必要であり、渋谷や青山には質の高い文化がある。

• 計画地の後背に広がる住宅地への配慮が必要である。
（周辺住民も納得できる開発）

• 都民や地元の方々との調和が重要である。
• 様々なまちづくりの取組が盛んにおこなわれているた

め、そのような組織とも連携していくことが重要
• 琵琶池など歴史的な要素も適切に評価していく必要があ

る。
• 計画地においては、空の見える公共空間が作ることが

できると思われる。
• 発信や交流が生まれるものになっていくことが望まし

い。

第２回有識者会議
（2022年１月24日）

• デジタルを活用したリアルサービスを受け入れられる柔
軟なハードウェアになっているかが大切である。

• 先行してデジタル空間を構築し、バーチャル上で良いと
思ったものをリアルの空間に反映するという考え方もあ
る。（バーチャルファースト）

• 特定の新しいものを作るという考え方よりも、変化に
耐え得る、入れ替えることができるかどうかがという
考え方が大切である。

• フレームやインフラはしっかりしつつ、将来の不確実性
に受け止められるような可変性を有する設えが重要であ
る。

• バーチャルと地域の固有性をどう両立させるかは今後
とも議論を深めていく。

• 世界の中で東京がどう存在感を発揮していくか、都心
に位置する渋谷や青山がどう在るべきなのか、考えて
いく必要がある。

• 青山の変化が東京にどのように影響するかという視点
が重要であり、文化という観点はヒントになり得る。

• 青山という土地の東京における位置づけや、歴史・経
緯が重要である。（地域の固有性）

• 機能を考えていくに当たって、具体的なユーザーを考
えていく必要がある。

【これまでの会議におけるまちづくりに係る御意見（概要）】
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将来の不確実性を受け止められるような
設えや仕組み

地元との調和

集積の不経済の解消

世界へ発信できる文化

体験や交流の重要性

デジタル技術に
よる補完

バーチャルファースト

ドローンポート

世界の中での東京の存在感

都心に位置する渋谷・青山の在り方

ウェルネス・ウェルビーイング志向 土地が持つ即地性・固有性

デジタル技術

４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

【いただいた御意見のグルーピング】

コロナ禍を通じて
加速された価値観

ポストコロナのまちづくりのモデルケース

デジタルツイン

琵琶池など
歴史的要素
の評価

住宅地への
配慮

道路も移動のみでなく、
滞在や多様な目的へ

ウェルビーイングの評価

量だけではなく質

成⾧から成熟

空が見える公共空間

ウォーカブル

空間の柔軟性

リプレイス可能な
空間形成

柔軟なハードウェア

平常時と非常時の
空間の可変性

将来にわたって変化させながら使っていける

空間価値の最大化

グリーン by デジタル

ポストコロナに
ふさわしい公共空間

ロボットが
通れる設え

デジタル技術
は次々と最新
のものに置き
換わる
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将来の不確実性を受け止める可変性・柔軟性
 都市を巡る急激な環境の変化への対応（国）
 過密を避ける観点から、ゆとりがあり、安全かつ良質な

オフィスニーズの高まり（国）

４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

【御意見の背景】

Flexible

Real

Digital
デジタル技術の活用

地域の固有性の重要性

 テレワークやデジタル化の進展（国）
 データを活用した都市の密度のコントロールに対する

ニーズの高まり（国）
 コロナ禍により、求められる変革のスピードが更に加

速（都）

 身近な自然資源として、グリーンインフラとしての緑
や、オープンスペースの重要性が再認識（国）

 「リアルの場」に求められるものは、偶然の交流や白
熱した議論、実体験を伴うもの、文化やエンターテイ
メントといった、オンラインでは代替しがたい経験を
提供する機能が中心に（国）

凡例 （国）:新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性（国土交通省 2020年８月）より引用した文言
（都）:ポスト・コロナにおける東京の構造改革提言（東京都 2020年10月）より引用した文言

コロナ禍を通じて
加速された価値観

Well-being
人々のウェルビーイングに着目
 職住近接のニーズが高まる可能性（国）
 仕事と生活とでは生活を重視するように意識が変化

（国）
 緑とオープンスペースは、テレワーカーの作業場所、

フィットネスの場所等利用形態が多様化。（国）
 コロナの影響で生命、健康、環境に大きな関心（都）
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４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

ポストコロナのまちづくりのモデルケースへ

【３つの視点（案）】

 ウェルネス、ウェルビーイング、「量だけでなく質」などの新たな志向に配慮
 大都市における集積の考え方を整理し、ポストコロナにふさわしい公共空間整備を推進

委員から
の御意見

・成⾧から成熟
・空が見える公共空間
・ゼロエミッション

・ウォーカブル
・琵琶池など歴史的要素の評価
・住宅地への配慮

Well-being:人々のウェルビーイングに着目したまちづくり視点
①

 技術進化や社会ニーズの変化、平時・非常時に応じて、機能や設備が入れ替えられる
空間の柔軟性や可変性を確保

委員から
の御意見

・将来にわたって変化させながら使っていける
・デジタル技術は次々と最新のものに置き換わる
・平常時と非常時の空間の可変性

・リプレイス可能な空間形成
・柔軟なハードウェア
・非常時の切り替え

Flexible:将来の不確実性を受け止められるような設えや仕組みづくり視点
②

 バーチャルをいかしたまちづくりと、地域の即地性・固有性（風土・歴史・文化等）を
いかしたまちづくりの両立

委員から
の御意見

・デジタル技術による補完
・デジタルツイン
・グリーン by デジタル

・都心に位置する渋谷・青山の在り方
・体験や交流の重要性
・世界へ発信できる文化

Digital & Real:リアルとバーチャルのハイブリッドによる新しい日常の創造視点
③
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４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

 ウェルネス、ウェルビーイング、「量だけでなく質」などの新たな志向に配慮
 大都市における集積の考え方を整理し、ポストコロナにふさわしい公共空間整備を推進

委員から
の御意見

・成⾧から成熟
・空が見える公共空間
・ゼロエミッション

・ウォーカブル
・琵琶池など歴史的要素の評価
・地元との調和、住宅地への配慮

Well-being
人々のウェルビーイングに着目したまちづくり

視点
①

▼アルス・エレクトロニカ（フェスティバルによる都市の賑わい形成）

出典：築地再開発検討会議（第５回）会議資料（2018年３月）

出典：ウォーカブルなまちづくり（国土交通省）

▼ブライアントパーク
（※）Well-Beingの参考事例

～計画地で想定される具体的なイメージ～

・
・
・
・

～実務者による検討において整理すべき事項～

・
・
・
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４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

 技術進化や社会ニーズの変化、平時・非常時に応じて、機能や設備が入れ替えられる空間の柔軟性
や可変性を確保

委員から
の御意見

・将来にわたって変化させながら使っていける
・デジタル技術は次々と最新のものに置き換わる
・平常時と非常時の空間の可変性

・リプレイス可能な空間形成
・柔軟なハードウェア
・非常時の切り替え

Flexible
将来の不確実性を受け止められるような設えや仕組みづくり

視点
②

▼Marunouchi street park（仲通りを公園空間として利用）

出典：大丸有まちづくり協議会 報道発表資料（2021年）

▼ラ・シテ・フェルティル（貨物駅跡地を活用）

出典：ラ・シテ・フェルティルHP

（※）Flexibleの参考事例

～計画地で想定される具体的なイメージ～

・
・
・
・

～実務者による検討において整理すべき事項～

・
・
・
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４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

～計画地で想定される具体的なイメージ～

・
・
・
・

～実務者による検討において整理すべき事項～

・
・
・

 バーチャルをいかしたまちづくりと、地域の即地性・固有性（風土・歴史・文化等）をいかした
まちづくりの両立

委員から
の御意見

・デジタル技術による補完
・デジタルツイン
・グリーン by デジタル

・都心に位置する渋谷・青山の在り方
・体験や交流の重要性
・世界へ発信できる文化

Digital & Real
リアルとバーチャルのハイブリッドによる新しい日常の創造

視点
③

▼バーチャル渋谷（デジタル空間上に渋谷を再現）

出典：バーチャル渋谷特設サイト

▼デジタルツイン渋谷プロジェクト（ARグラスによる可視化）

出典：渋谷未来デザイン

（※）Digital & Realの参考事例
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※ポストコロナのまちづくりの視点や渋谷・青山の地域特性を踏まえ、実務者による検討を通じて計画地の取組内容を具体化

基本的な取組の
バージョンアップ

４．ポストコロナのまちづくりの視点（案）

東京都の中心部におけるまちづくりの基本的な取組事項

ポストコロナのまちづくりの視点（案）

【ポストコロナのまちづくりの視点（案）を踏まえた基本的な取組のバージョンアップ】

国際競争力強化 みどり豊かな
都市環境や景観形成

環境負荷低減
(カーボンニュートラル等) 防災対応力強化

渋谷・青山の地域特性
（都市基盤、機能、周辺開発、まちづくり組織等）

Well-being
人々のウェルビーイングに着目
したまちづくり

視点
①

 ウェルネス、ウェルビーイング、「量だけで
なく質」などの新たな志向に配慮

 大都市における集積の考え方を整理し、ポス
トコロナにふさわしい公共空間整備を推進

Digital & Real
リアルとバーチャルのハイブリッド
による新しい日常の創造

視点
③

 バーチャルをいかしたまちづくりと、地域
の即地性・固有性（風土・歴史・文化等）
をいかしたまちづくりの両立

Flexible
将来の不確実性を受け止められる
ような設えや仕組みづくり

視点
②

 技術進化や社会ニーズの変化、平時・非常
時に応じて、機能や設備が入れ替えられる
空間の柔軟性や可変性を確保
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（参考） 未来の神宮前五丁目地区のイメージ（案）

－ Well-being
－ Flexible
－ Digital & Real



神宮前五丁目地区
まちづくりに向けた有識者会議

第３回 会議資料（参考別紙）
～ポストコロナのまちづくりの視点に係る参考事例～

令和４（2022）年４月７日（木）

東京都

資料４
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目次

ポストコロナの
まちづくりの視点 事例 掲載ページ

Well-Being

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市の再生（令和元年６月 国交省） p１

ウォーカブルなまちづくり（令和２年１月27日 国交省） p２～p３

南池袋公園（東京都 豊島区） p４

清渓川復元事業（韓国 ソウル市） p５～p６

Big Dig（アメリカ ボストン） p７

キングスクロスの開発（イギリス ロンドン） p８～p９

アルス・エレクトロニカ（オーストラリア リンツ） p10～p11

スマートウエルネスみつけ（新潟県 見附市） p12～p14

スーパーシティ構想（福島県 会津若松市） p15～p16

持続可能な街づくり（アメリカ ポートランド） p17

東京都内における体験交流の取組・施設 p18

Flexible

Marunouchi Street Park（東京都 千代田区） p19

中野四季の森公園（東京都 中野区） p20

用途変更の幅を持たせた海外の建築事例 p21

La Cité Fertile（ラ・シテ・フェルティル）（フランス パンタン） p22

Digital & Real

都市の３Dデジタルマップの実装に向けた産学官ワーキンググループ(東京都都市整備局) p23～p26

バーチャル渋谷（東京都 渋谷区） p27

デジタルツイン渋谷プロジェクト（東京都 渋谷区） p28

都市計画における生態学的アプローチ（スペイン バルセロナ） p30

スマートシティ・スマートオフィスへの取組（オランダ アムステルダム） p31

Google Charleston East（アメリカ マウンテンビュー） p32

Google Middlefield Park（アメリカ マウンテンビュー） p33

Google ダウンタウン複合用途開発計画（アメリカ サンノゼ） p34

Apple Park（アメリカ クパチーノ） p35

テンセントの都市開発（中国 深圳市） p36

Amazon第二本社計画（アメリカ アーリントン） p37

ふじえだスマートコンパクトシティの形成（静岡県 藤枝市） p38

静岡県掛川市の取組 p39
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「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市の再生（令和元年6月 国交省）Well-beingの参考事例
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ウォーカブルなまちづくり（令和２年１月27日 国交省）Well-beingの参考事例
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ウォーカブルなまちづくり（令和２年１月27日 国交省）Well-beingの参考事例
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南池袋公園（東京都 豊島区）

• 区画整理事業で昭和26年に開園し、平成28年にリ
ニューアルオープン

• 約7,800㎡の公園に、青空が見える広大な芝生広場、階
段状のデッキ、遊具等が整備され、カフェも併設

• 「サード・プレイス」という理念のもと、住宅（ファー
スト・プレイス）や職場や学校（セカンド・プレイス）
だけでは得られない居心地の良い場所を提供

• 公園内にはイスとテーブルが設置され、一部の利用者は
テレワークの場所として活用

• また、本棚と図書（絵本）を設置し、公園内であれば自
由に閲覧可能

出典：豊島区ＨＰ

▼公園内のにぎわいの様子

▼公園内でテレワークをする利用者（※） ▼広場を眺めながら憩う利用者（※） ▼公園内で自由に読める絵本（本棚）（※）

(※)事務局撮影(2022年)

Well-beingの参考事例
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清渓川復元事業（韓国 ソウル市）Well-beingの参考事例
資料の出典：東京高速道路（KK線）の既存施設のあり方検討会 第２回会議（資料編）
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清渓川復元事業（韓国 ソウル市）Well-beingの参考事例

出典：韓国観光公社公式サイト 清渓川

（現在のにぎわいの様子）
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Big Dig（アメリカ ボストン）Well-beingの参考事例
資料の出典：東京高速道路（KK線）の既存施設のあり方検討会 第2回会議（資料編）
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キングスクロスの開発（イギリス ロンドン）Well-beingの参考事例
資料の出典：築地再開発検討会議（第４回）会議資料より（2018年３月）
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キングスクロスの開発（イギリス ロンドン）Well-beingの参考事例
資料の出典：築地再開発検討会議（第４回）会議資料より（2018年３月）
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アルス・エレクトロニカ（オーストラリア リンツ）Well-beingの参考事例
資料の出典：築地再開発検討会議（第５回）会議資料より（2018年３月）
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アルス・エレクトロニカ（オーストラリア リンツ）Well-beingの参考事例
資料の出典：築地再開発検討会議（第５回）会議資料より（2018年３月）
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スマートウエルネスみつけ（新潟県 見附市）

• 人々が生きがいを感じ、安心して豊かな生活を送れる状態を「健幸（けんこう）＝ウエルネス」と呼び、
まちづくりの中核に据えていこうという考え方
施策の例:外出したくなる場所や活動づくり、移動を支援するための公共交通の再整備を推進

Well-beingの参考事例

出典：見附市ＨＰ
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スマートウエルネスみつけ（新潟県 見附市）Well-beingの参考事例

出典：見附市ＨＰ
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スマートウエルネスみつけ（新潟県 見附市）Well-beingの参考事例

出典：見附市ＨＰ
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スーパーシティ構想（福島県 会津若松市）Well-beingの参考事例

出典：会津若松市ＨＰ
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スーパーシティ構想（福島県 会津若松市）Well-beingの参考事例

出典：会津若松市ＨＰ



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー17ー

持続可能な街づくり（アメリカ ポートランド）

Source:DaiwaHouseGroupHP、マイ大阪ガスHP, JAPAN SHOP（ニュースサイト）

• 街区の1辺を通常の半分である60mとして、徒歩で移動できる範囲に居住地や職場、生活に必要なスーパーなどの施
設を配置したウォーカブルなコンパクトシティ

• 都市部と農地や森林などの土地利用を区分する「都市成⾧境界線」を導入し、農地や森林を保全すると同時に、都市
部の土地利用の効率化を進めた

• 1階部分は店舗やカフェの商業施設、上階にオフィスや住居を置く「ミックスドユース」がなされている。90年代は
中心部の人口増加率26%に対し、宅地面積は８%の上昇にとどまり、公共交通の利用は５～10倍、徒歩は３倍、車の
移動・所有も半減した

• 自動車に比べエネルギー効率のよい公共交通機関を普及させるべく、ライトトレイルやストリートカーといった次世
代の市電やバス路線を整備。公共交通機関の利用者を増加させた。脱・車社会を実現し、自転車専用レーン、バスや
電車など公共交通機関への自転車持ち込みが許可されている

• 市や住民たちは建物の環境性能にこだわり、市がかかわる全ての建物を、なるべく環境負荷を減らし生物多様性にも
配慮した「グリーンビルディング」として、省エネ性能が高いビルを認定する世界的基準「LEED認証」を導入

• 「エコトラストビル」:建設時に係る消費エネルギーを可能な限り減らすために、建設時の廃材のほぼ全てを再利用。
自然光の活用や植栽を水の浄化、断熱に利用する等の省エネルギーの取組がなされている

エコトラストビル ポートランドの街並み ミックスドユース

Well-beingの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー18ー

東京都内における体験交流の取組・施設

• 東京都歴史文化財団が都立の文化施設と連携し、様々な
テーマの参加・体験型のイベントを実施

出典：公益財団法人東京都歴史文化財団HP

▼アートカルチャー体験100

▼インクルーシブダンス 連続ワークショップ

出典：東京芸術劇場HP

▼ミュージックワークショップ

出典：東京文化会館ＨＰ

アートカルチャー体験100（東京都内） 代官山ティーンズクリエイティブ（東京都渋谷区）

• 2015年にオープンした渋谷区立の青少年施設
• 渋谷区在住又は在学の高校生までの青少年を利用対象と

して、アートやパフォーマンスをテーマにした催しを実
施

各出典：代官山ティーンズクリエイティブＨＰ

▼子どもとクリエイターとの交流の様子

Well-beingの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー19ー

Marunouchi Street Park（東京都 千代田区）

• 大手町・丸の内・有楽町のエリアマネジメントの一環として
2019年より始まった社会実験

• 丸の内仲通りを天然芝の公園空間へと変え、「都心の広場空間、
屋外のゆとり空間」としての道路の新しい活用方法を検証

▼開催の様子

▼人流及び気温データのホームページ投影イメージ（青い点が人流を示す）

各図・イメージの出典：大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 報道発表資料（2021年）

▼就業者の快適性検証イメージ

▼温熱環境計測イメージ

Flexibleの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー20ー

中野四季の森公園（東京都 中野区）

▼防災訓練の様子（帰宅困難者対策訓練）

出典：中野区ＨＰ

▼公園内のにぎわいの様子

各出典：中野セントラルパークＨＰ 出典：中野区報道発表資料（2016年）

▼公園内の防災設備
災害用トイレ

災害時電源活用装置 防災備蓄倉庫

防災用井戸

災害用照明灯

災害用トイレ

• 2012年にオープンした防災公園
• 休日には家族連れやスポーツをする人々で賑わい、イベント

の会場としても活用
• 防災公園として様々な設備を有し、災害時における避難場所

及び活動拠点として機能
• 当公園から一時滞在施設への帰宅困難者の避難誘導や、災害

に関する情報提供ステーションの設置も想定

Flexibleの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー21ー

用途変更の幅を持たせた海外の建築事例

84.51° Centre（アメリカ オハイオ州）
• オフィス、商業等からなる複合施設
• ３階～５階に自走式の駐車場を設置しており、将来的

に駐車場需要が減少した場合、オフィスフロアへコン
バージョン可能

出典：Gensler HP

▼84.51° Centre 建物外観

Solids（オランダ アムステルダム）
• 用途変更を行い⾧期間にわたって建物を使い続けられるこ

とを目標に設計
• オフィス、住宅、店舗など、自由度の高い用途変更が可能
• スケルトン賃貸方式を採用し、入居者はネット上のオーク

ションによって決定

出典：建材試験情報（2016年12月号）／一般社団法人建材試験センター

▼Solids 完成予想図

Flexibleの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー22ー

La Cité Fertile（ラ・シテ・フェルティル）（フランス パンタン）

• フランス国鉄の貨物駅跡地を活用し、サードプレイスとし
て整備された空間（※自宅や職場などメインとなる生活空間とは別の、
もう一つのソーシャルな空間）

• 「持続可能」をテーマに、雨水を利用した菜園や中庭、水を
使わないトイレ、地産地消を実現する飲食スタンドを設置

各写真の出典：ラ・シテ・フェルティルＨＰ
文章は未来コトハジメ「パリ郊外のサードプレイスが示唆する持続可能な都市と経済のかたち」を基に作成

▼イベント開催の様子

Flexibleの参考事例

• 週末にはアーティストのマーケットやヨガ教室、各種
アトリエなど、複数の文化イベントが開催

• 各文化イベントは入場無料となっており、文化活動と
の関わりが少ない人々などでも気軽に参加できるよう
になっている。

▼中庭の様子

▼施設の外観

▼水を使わないトイレ



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー23ー

都市の３Dデジタルマップの実装に向けた産学官ワーキンググループ（東京都都市整備局）Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー24ー

都市の３Dデジタルマップの実装に向けた産学官ワーキンググループ（東京都都市整備局）Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー25ー

都市の３Dデジタルマップの実装に向けた産学官ワーキンググループ（東京都都市整備局）Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー26ー

都市の３Dデジタルマップの実装に向けた産学官ワーキンググループ（東京都都市整備局）Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー27ー

• 「バーチャル渋谷」は、いわば「マインクラフト」や「あつまれ どうぶつの森」で渋谷の街を再現したように、皆
が集まれるオンライン空間です。

• 構築にはKDDIが出資する3DCGのバーチャルイベントプラットフォーム「cluster」（クラスター）を活用。街へは
スマートフォンの「cluster」アプリや、PC・VRゴーグルなどからアクセスでき、アバターに扮して友達と渋谷の街
を歩き回ったり、バーチャルのスクランブル交差点の前で自撮り撮影も行えます。

バーチャル渋谷（東京都 渋谷区）Source：バーチャル渋谷特設サイト Engadget日本版より転載Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー28ー

• デジタルツイン技術を活用してスマートなまちづくりの実現を目指すプロジェクト
• 第一弾の取組として、「ササハタハツエリア」(※) において、官民のデータ活用によりデジタルツインを構築・可視

化（※大山町・笹塚・西原・幡ヶ谷・初台・本町周辺地域）

• ブラウザやARグラスから可視化及び共有することにより、3次元空間を活かした分析・シミュレーションが可能

デジタルツイン渋谷プロジェクト（東京都 渋谷区） Source：渋谷未来デザイン（プレスリリース）

▼ササハタハツ緑道エリアの様子 ▼渋谷区の持つ樹木の診断カルテ情報などのデータを可視化

▼ARグラスを通して現実世界にデータを重ね合わせた様子

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー29ー

（補足）デジタルツインについて Source：SoftBank FUTURE STRIDE（ウェブマガジン）

• デジタルツインとは「リアル（物理）空間にある情報をIoTなどで集め、送信されたデータを元にサイバー（仮想）
空間でリアル空間を再現する技術」である。

• 現実世界の環境を仮想空間にコピーする鏡の中の世界のようなイメージであり、「デジタルの双子」の意味を込めて
デジタルツインと呼ばれる。



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー30ー

都市計画における生態学的アプローチ（スペイン バルセロナ市）

• スペインバルセロナ市にて実現中の、生態学的観点から考える市民中心のスマートシティ
• バルセロナは、2014年に「革新的なソリューションを通して市民生活を改善した自治体」を評価するEUの「欧州イ

ノベーション首都」（European Capital of Innovation）に選ばれた
• 「City OS」:都市のリアルタイムデータを一元管理する統合プラットフォームと、それらを市民に公開するウェブ

ポータル
バルセロナの市内各所にはセンサーが設置され、センサーから得られた情報はシステムで一元管理される。
そのデータをもとに、散水・噴水・上下水道システムの自動運転や遠隔操作による水資源の節約、
街路灯ごとの明るさや点灯・消灯時間の制御によるエネルギーの効率化、交通渋滞の緩和などを実現してきた

• 「Decidim」:市民自らが課題を発見・共有し新たな政策を提案するためのオンライン参加型プラットフォーム
2016年から2019年の３年間で、既に市民の70％が登録しており、
9000以上の市民からの新たな政策提案が集まっている

Source:IDEAS FOR GOOD（ウェブマガジン）、ForbesJAPAN（ニュースサイト）、生活総研（ニュースサイト）

• 「スーパーブロック・プロジェクト」:碁盤の目状の区間の一
部を歩行者と自転車専用のスーパーブロック（特別区間）にす
ることで、市民の安全と健康を守るプロジェクト
スーパーブロック内の道路は全て一方通行で、速度も低速で
制限される

• ひとつひとつのスーパーブロックは、それぞれ約400～500m四
方の広さに、約6000人の市民が暮らし、約400の事業者が活動
できる「ユニット」（単位）として捉えられており、そこで消
費されるエネルギーや自然資源の量は街角に設置されているセ
ンサーで計測される

• 排気ガス削減などの環境改善により年間死亡者数が約700人減
少・平均寿命が約200日増加・それにより年間17億ユーロ（約
2,000億円）規模の経済影響が見込まれている

「スーパーブロック」計画（c）Agència d’Ecologia Urbana de Barcelona

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー31ー

スマートシティ・スマートオフィスへの取組（オランダ アムステルダム）

• 「アムステルダム・スマートシティ・プログラム（ASC）」:
主に省エネルギー、CO2排出の削減を目標として、同時にスマートグリッドとあらゆる最新技術を組み合わせ
首都の持つ情報や資本、都市のインフラの効率的活用を可能にすることで、「市の経済成⾧」「住民・利用者の
意識・行動の変化と住民の生活の質の向上」を目指す官民共同合同のプロジェクト

• 具体的には、エネルギー消費やCO2排出量の削減を中心に、生活、仕事、モビリティ、公共施設、オープンデータ
の5テーマについてスマートグリッド等の技術を活用した多数のプロジェクトを展開している。

• 生活エネルギーのスマート化:一般家庭にスマートメータを設置し、エネルギー使用量を見える化。また住民を対
象に、省エネセミナーやアイデア募集を行うなど、地区全体で電力消費を削減

• 住民向けサテライトオフィス:交通渋滞に伴うCO2排出緩和を目指し、地域住民が使えるサテライトオフィスを住
宅地区の近くに設置

• スマートパーキング:駐車場の空き情報をスマホで入手し、事前予約を可能としたシェア駐車のシステム
• 商業地区のスマート化:施設内にスマートメータ及びディスプレイを設置し、エネルギー使用量を見える化。LED

等高効率な照明も設置
• データのマッピング化:各地域のエネルギー使用量や都市インフラの状況など、さまざまな情報がオープンデータ

地図上で公開。マップを通じて現状と課題が見える化され、政策立案にも活用

• スマートオフィス「The Edge」
• 環境性能は、ヨーロッパの環境指標BREEAMで98.4％の世界最高

水準
• 再生可能エネルギーとして、帯水層を使った地下130mの蓄熱冷

暖房システムを導入しており、夏場に蓄積した温かい水を冬場に
利用している

• 70％のデスクに日光が入る。レストランでは地域で生産された新
鮮な食材が調理され、照明や室温は前述のアプリを通じてワー
カー一人ひとりが調整できる（ウェルビーイング）

• 建物内のあらゆるものがIoT化されており、利用者はスマホで座席
の予約、室温・照明の調整が可能。管理者も機器メンテナンスの
タイミング等を確認できる。（スマートテクノロジー） Source:デジタルクロス、FUTURE STRIDE、DE-SIGN、WORKSIGHT（ニュースサイト）

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー32ー

Google Charleston East（アメリカ マウンテンビュー）

• 現在建設中のGoogle本社の拡張計画
• 自然環境を尊重し、歩行者や自転車が

行き交う空間がイメージとして示され
ている

各イメージの出典：ARCHITECTのオンライン記事より

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー33ー

Google Middlefield Park（アメリカ マウンテンビュー）

• ライトレール「VTA」のMiddlefield駅周辺の再開発計画
• 職住近接のオフィスキャンパスを新設予定（約160,000㎡を再開発）
• オフィスビスのほか、店舗なども入る住居用ビルを建設予定
• 計48,000㎡の公園やオープンスペースによる広大な自然
• 炭素削減と節水に重点を置き、持続可能性の達成に向けて取組を推進（全建物に太陽光パネルや電気自動車の充電ス

テーションを設置等）
• 店舗等と組み合わせた様々なコミュニティスペースや屋外アメニティを計画。イベント、プログラム、アートを提供

する包括的なコミュニティとなり、地域の住民、労働者、訪問者の間に有意義なつながりを創出・育成
• 自動車の走らない道による徒歩や自転車の安全なアクセスを実現

出典：Google Middlefield Park 公式HPより

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー34ー

Google ダウンタウン複合用途開発計画（アメリカ サンノゼ）Source：Merkmal（オンラインニュース）

• 米カリフォルニア州サンノゼ市における人間中心、カー
ボンフリーを目指すスマートシティ開発

• 徒歩・自転車・公共交通による移動の割合を計65％とし、
車道とは分離した専用空間を確保

• 道路車線には「ダイナミックレーン」を設け、時間帯や
シチュエーションに応じて様々な用途として活用

• 速度を抑制する装置や交通状態のモニタリングなどによ
る事故のないビジョンゼロの精神

• 自動車以外の多様な移動の選択を支援するインセンティ
ブ施策を用意（例:スマートフォンを活用した乗用車の
相乗りサービス 等）

▼イメージCG

▼街路の断面構成イメージ ▼ダイナミックレーンの機能イメージ

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー35ー

Apple Park（アメリカ クパチーノ）

• Appleの新社屋として建設
• 建物に囲われるように、敷地内の庭園を整備、

社員にひらめきを与え、環境にプラスとなる
ことを意図している

• 建物の屋上にはメガソーラーを設置し、電力
は全て再生可能エネルギーを動力源としてい
る

• 6kmを超えるウォーキングやジョギングのト
レイルがあるほか、9,000本を超える樹木や、
スポーツフィールド、テラス、池などがある

• 「スティーブ・ジョブズ・シアター」や、
「ビジター・センター」なども併設

各写真の出典：Foster + Partners 公式HPより 文章の出典： Foster + Partners 公式HP  及び 日経XTECHの記事より

スティーブ・ジョブズ・シアター

ビジター・センター

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー36ー

テンセントの都市開発（中国 深圳市）

• 分散型ネットワークに着想を得たコンセプト
「ネット・シティ」を掲げ、人の暮らしをベース
とした「互いにつながり合う大都会」という中国
初のエコシステム構築を目指す
（設計者:NBBJ）

文章及びイメージの出典：36Krのオンラインニュースより

（スマート交通）
• スマート交通によって歩行者の通行ルートや、自転車・

バスなどの走行ルートが分散
• 自動運転、路車協調システム、自動駐車システム、リ

バーシブルレーン（中央線変移）、優先通行権の振り分
けなどにより敷地内交通の利便性、安全性を向上

（サスティナブル）
• 建物の屋上にはソーラーパネルが設置され、センサーが

環境モニタリングを実施
• 雨水収集するためのシステムを導入し、表面流出や氾濫

が起きないよう管理
• 各所に公園や林、湿地などの緑化空間を取り入れる計画

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー37ー

Amazon第二本社計画（アメリカ アーリントン）

• 現在開発中のプロジェクトで、3棟のオフィスビルと、「The Helix」
と呼ばれるらせん状のオフィスタワーを計画 （設計者:NBBJ）

• 歩行者に焦点を当てた設計とし、合計2.5エーカーを超えるオープンス
ペースを計画し、地域の人々がくつろぐことが可能

• オープンスペースの円形劇場では、野外コンサート、ファーマーズ
マーケット、映画の上映が可能

• 自動車によるアクセスは地下で処理され、安全で快適な歩行者環境を
促進

• 自転車については専用のレーンを設置

各イメージの出典：Amazon公式HPのニュース記事より

Digital & Realの参考事例



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー38ー

ふじえだスマートコンパクトシティの形成（静岡県 藤枝市）Digital & Realの参考事例

• まちづくり、モビリティ、防災等の各分野で先端技術を活用した事業を推進
• 各事業で得られたデータを収集するデータ連係基盤（都市ＯＳ）を構築し、オープンイノベーションを

促進することで産業育成

出典：国土交通省 ふじえだスマートコンパクトシティ実行計画



第３回 神宮前五丁目地区まちづくりに向けた有識者会議ー39ー

■副市⾧を民間から公募 DXなど強化（※日本経済新聞2021年10月19日の記事より引用）
• 静岡県掛川市は２人目となる副市⾧を民間から公募する。高い専門性を持つ人材を採用し、市が課題と

捉えるデジタル化や広報などの分野を強化する。民間人材の登用により、時代の変化に柔軟に対応でき
る行政の組織作りを目指す。

■人にやさしいデジタル化（※掛川市HP／2021年６月市議会定例会における市⾧の所信表明より引用）
• アフターコロナの新時代を見据える中で、デジタル化によって、利便性の向上や新しい価値を創造して

いくことが大切であり、あらゆる分野の基盤にデジタル化を意識し、取り組んでまいります。
• ＤＸ推進計画を策定し、ノウハウを有する民間人材にも携わってもらいながらデジタル化を進め、産業

の活性化やまちの高度化につなげてまいります。
• また、スマートフォンで行政手続がどこからでもできる「手のひら市役所」を目指した取組や、LINEや

TwitterなどのSNSによる細かい情報発信にも注力してまいります。

■掛川市で取り組んでいる情報化政策（※掛川市HP／情報化政策より引用）
• 電子申請サービス、「かけがわチャ（茶）レンジ号」自動運転車両の実証実験、掛川市オープンデータ、

公衆無線LAN設置、公式ツイッター、観光公式Instagram など

静岡県掛川市の取組Digital & Realの参考事例

▼自動運転車両の実証実験

各写真・画像の出典：掛川市ＨＰ

▼掛川市のオープンデータを二次利用し、避難所までの経路をスマートフォン上で案内するARアプリ「ナビワンコ」
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